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内容の要旨及び審査の結果の要旨
脊髄腫瘍,脊髄空洞症,脊髄動静脈奇形などの脊柱管内病変に対してこれまで行われてきた広範囲の椎弓除圧
術では,脊髄に対する椎弓の防御機構の破綻・欠損や,術後の脊柱管狭窄,脊柱支持の不安定性といった短所が
ある.1989年より当教室では脊柱管内病変に対し,独自に開発したthreadwiresaMr-saw)を用いた完全還納式
脊髄除圧椎弓形成術(RecappmgT-sawlaminoplasty)を行ってきた．この方法はT-sawにより椎弓根を鋭利に
切離し椎弓,椎弓根,鰊突起を一塊として取り除き,脊柱管内病変を治療した後に再び切除椎弓を還納し,後方
要素の再建を解剖学的に復元するものである．しかし,術後に一旦遊離され血行が途絶したこの椎弓が還納によ
りリモデリングされ生着するのか,壊死に陥るのかは不明である．
本研究の目的は実験的にRecappmgT-sawlaminoplastyの手術モデルを作成し,還納椎弓の経時的な組織学
的変化を検討することである．
雑種成犬合計18頭を使用した.Ｔ･sawで両側の第５腰椎椎弓を関節突起間部で骨切りを行い椎弓を一塊とし
て一旦切除した後,骨切り面が肉眼的に一致するように環紬した.実験群は５群（手術後4,8,12,24,48週間）
に分けて検討した．
その結果,術後４週で,接合部に仮骨形成を伴わない一時骨癒合（primarybonehealing）を生じ,８週から
２４週にかけて,環納椎弓において接合部から鰊突起へと波及する海綿骨のリモデリングが観察された.皮質骨
では海綿骨のリモデリングに伴う海綿骨側からのリモデリングの経路と，周囲軟部組織からの血管新生に伴う
外骨膜側からの経路が存在していた.脊柱管部の皮質骨では海綿骨側からのリモデリングのみが起こり，その他
の皮質骨では接合部に近い部分は海綿骨側からのリモデリングの関与が大きく，遠位部になるにしたがい外骨
膜側からのリモデリングの関与が大きくなっていると推測された.４８週では環納椎弓のリモデリングはすべて
完成していた．また,脊柱管に面する皮質骨では海綿骨側からのリモデリングのみが生じており，脊柱管内に狭
窄を生じるような余剰な類骨組織や骨組織の形成は認めなかった．
以上RecappmgT-sawLammoplastyモデルで経時的に環納椎弓が生物学的に再構築されることが判明した．
すなわち本怯は脊椎の後方指示要素が長期的に温存可能な術式であると結論した．
この新知見は臨床上,脊椎・脊髄手術の長期的な成績向上に大きく貢献するものであり，学位に値する労作と
考える．
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